
私学経営研究会（教頭部会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．研究目標  私学が直面する身近な課題 ―労務管理と私学の存在意義― 

 

２．会  期  ７月２８日（土）・２９日（日）・３０日（月）の２泊３日 

（現地集合・現地解散） 

３．会  場  山翠楼（神奈川県奥湯河原温泉） 

〒259-0314 神奈川県足柄下郡湯河原町宮上６７３ 

         ＴＥＬ：0465－63－1111  http://www.sansuirou.co.jp/ 

（裏表紙ご案内図を参照ください。） 

 

４．参加対象  副校長、教頭及びこれに準ずる教諭 

 

５．募集定員  ６０名 

 

６．参 加 費  １名につき ４９，０００円 

（３名１室利用。宿泊費〈２泊５食〉、資料印刷費、懇談会費） 

 

７．日  程  ７月２８日（土）１３：００受付開始  １３：３０より開会式 

        ７月３０日（月）１１：３０閉会式終了予定 

7月28日(土)

7月29日(日)

7月30日(月)

1914 15 16 17 18
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 中高一貫教育は、かつては私学の独壇場の状況でしたが、最近の公立学校における中高

一貫教育の実施や、授業料無償化等、私学を取り巻く環境は厳しいものがあります。 

さらに、私学には日々の業務に様々な課題が山積していますが、皆様はそれらの問題に

最前線で当たる管理職として、日夜奮闘されていることと思います。昨年の教頭部会で実

施した保護者からのクレームの問題や、教職員の時間外労働の問題等、日々の業務を執行

していく上で、頭を悩ませながらも対応されていることでしょう。 

 そこで、今回は、私立学校における労働条件の不利益変更、時間管理、労働組合対応等

の労働問題のお話しを、弁護士として使用者側で対応する業務を主として行っている中町

誠弁護士にご講演をお願いしました。 

 また、私学にとっての中学入試の持つ意味や、入試方法の変遷と多様化等について、中

高の学校や入試等の情報の収集・分析・発信を行っているアクセス教育情報センターの浅

見均所長にお話しをお伺いいたします。 

 この会が上述の問題解消の場として、また情報交換の場として、更に新たなネットワー

ク作りの場として、少しでも皆様のお役に立てればと願っております。 

 お忙しい折とは存じますが、万障お繰り合わせの上、お一人でも多くの皆様にご参加い

ただきたくご案内申し上げます。 

http://www.sansuirou.co.jp/


８．講 演 

① 講演Ⅰ 

演 題  学校における労働問題 

  内 容  労働条件の不利益変更、時間管理の諸問題、労働組合への対応、期間雇用

の諸問題等について 

講 師  中町 誠  弁護士 中町誠法律事務所代表  

  ≪プロフィール≫ 昭和５１年３月、東京大学法学部卒業。５３年４月、弁護士登録。

現在、中町誠法律事務所代表。平成１９年から平成２１年まで、東京大学法科大学院

客員教授。労働関係の訴訟、法務を使用者側で対応する業務を主として行っている。

著作「労働法実務ハンドブック(第３版)」「労働条件の変更(第２版)」ほか多数。 

 

 ② 講演Ⅱ 

演 題  中学入試から見る私学の存在意義 

   内 容  中学入試の編成；なぜ中学入試をするのか；私学にとって中学入試の持つ

意味；中学入試と高校入試の異同；中学入試における二極分化；入試方

法の変遷と多様化；公立改革と公立中高一貫校；私学の役割・私学の魅

力 

   講 師  浅見 均  アクセス教育情報センター所長  

  ≪プロフィール≫ 1982 年日吉能率進学教室(現･日能研関東)に入社後、教室長、運営

部長、埼玉本部長を歴任し、1995 年日能研本部に移籍後、入試情報センター所長を

歴任。2000 年アクセス教育情報センターを設立し現在に至る。主に首都圏の中高の

学校、中学入試、教育等の情報の収集・分析・発信を行っている。趣味が高じて落語

や講談の会を開催。学校寄席、古典芸能鑑賞会の企画・実施の支援も行う。 

 

９．協議題   

 

 

 

 

 

     上記協議題について１０～２０名前後に分かれ、情報交換や意見交換を致します。 

 

 

     講演Ⅱのテーマに係る３つの分科会となります。 

 

10．その他   

① 参加のお申込みをいただきました先生方に、事前アンケートを送付いたします。分科

会での資料となりますので、ご協力をお願いいたします。 

 ② 可能ならば、６月２９日（金）までに貴校の校務分掌、及び年間行事予定表を各１

部、東京私学教育研究所・教頭部会担当宛てにお送りください。お送りいただきまし

た資料は、当研究所で人数分を印刷し、当日会場で配付いたします。是非ともご協力を

お願いいたします。なお、当日の持込みはご遠慮ください。 

 ③ 今年度は、客室を禁煙・喫煙可と分けます。客室外で喫煙する場合は指定の場所でお

願いいたします。 

 

11．委   員（順不同） 

  委員長  平 方 邦 行（聖 学 院） 笠 井 淳 三（獨 協） 

  副委員長 大 場 一 人（立    正） 山 岸 悦 子（立教女学院） 

副委員長 江 川 昭 夫（佼成学園女子） 跡 部   清（成 蹊） 

       住 川 明 子（跡 見 学 園） 

ア）教頭の任務 

イ）教員人事と校務分掌 

ウ）学校の危機管理（震災及び事故への対応等） 

エ）労務管理 

 

分科会① 

分科会② 


